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1 はじめに

日本での数学は，数式をもとに問題を解くことが多く，

数式にとらわれた授業になってしまうことが多い．そうい

うわけか，数学に対する生徒の気持ちがはっきりとしてい

る．数学が好きな生徒は，積極的な意欲で授業を受けてい

るが，数学に苦手意識がある生徒は，分からないことを分

からないままにしてしまっていることが多く，「テストが

あるから勉強しなくてはならない」という考えに至ってし

まっている生徒が多いのではないだろうか．実際に，「数

学を勉強して，将来何の役に立つのだろう」と思っている

生徒は多い．

来年度から数学を教える者として，数学の原点であるフ

ランスの数学教育について知り，より数学を身につけ，日

本との相違点を見つけていく．さらに，フランスの 1年次

の関数分野の教科書を参考にしながら授業作成をする．そ

して，1人でも多くの生徒に数学を好きになってもらうに

はどうするべきか，フランスの数学教育を参考にしながら，

自分なりに考察していく．

2 フランスの高校の数学の指導要領

高等学校の数学は，１年次が共通で，２年次以降はコー

スごとに異なっている．

1年次の数学の目標は，数学的な活動や科学的な過程，手

続きを学ぶことである．主に，「関数」，「統計」，「幾何」の

分野を学ぶ．2年次以降は，科学系，経済社会，文学系の

3つのコースに分けられ，それぞれ目標も違っている．

科学コースの目標は，今日の数学の多様性を考慮すると

ともに，いかなる数学的な過程，手続きににも適した基礎

的な要素，すなわち数学教育のいかなる企てにおいても不

可避な要素を学習することである． 経済社会コースの目

標は，「科学はわれわれを取り巻く世界を理解し部分的に予

測可能にする手段である」とし，経済社会系のすべての高

校生にこの手段を利用できるようにすることである． 文

学コースの目標は，受け取る情報に対して生徒をより能動

的にそしてより自立できるようにすることである．[1]．

3 フランスの高校の数学の教科書

フランスで実際に使われている 1 年次の数学の教科書

[2]をもとに探求していく．

日本では，高校 1年生の場合，「数学 I」，「数学 A」の 2冊

に分けられているが，フランスの教科書はその 2冊分が 1

冊にまとまっている．見た目において日本の教科書とは，

サイズもページ数も色使いも違う．

教科書の構成は，活動，講義，TD，演習の４つである．

詳しくは順番に，「中学校における既習内容とのつながり

を作り，さらに章における新たな概念を練り上げるための

活動」，「定義や性質，定理がまとめられているとともに，

基本となる解決方法を用いた例題があげられている」，「演

習問題を解決するための本質的な方法を獲得するための手

引つき演習」，「100題から 150題程度の演習問題が与えら

れている」である [1]．

3.1 フランスと日本との違い

フランスの 1年次の関数分野の問題は，

1. グラフから増減表を書いて最大，最小を求める

2. グラフを用いて方程式や不等式を解く

3. 実際的な問題を解く

という流れになっている ([2],pp.24-54)．それに対して日

本の 1年次の関数分野の問題は，「1次関数」というように

関数が特定されている．

日本の数学は，答えが 1つに定まる問題がほとんどだが，

フランスの数学は，グラフや表からの読み取り，そして自

分で推測をして多くの答えの中から自分の考えを表現する

といった問題がある．公式の面では日本の方が優れている

と言えるが，グラフや図などから読み取る力はフランスの

方が優れているのではないか，と私は考えた．また，フラ

ンスの問題にはその問題に基づいた絵が一緒に載っている

為，絵を見るだけでどのような内容の問題かが分かる．

さらに，日本の教科書はぱっと見ただけでは理解しがた

い問題があるが，フランスの教科書は一通り読めばある程

度は理解できるような教科書になっている．また，内容量

も圧倒的にフランスの方が多い．学校を終え帰宅し，自宅

学習をする際にもとてもわかり易い教科書となっている．

3.2 問題例

図 1 Naissance depuis 1900

教科書に載っていた問題を 1つ取り上げる ([2],p.51)．

1900 年以降のフランスでの出生数のグラフ (図) を示し
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て以下の問題を与えてる．

1，f(1980)=800 であることを正当化し，これを文を使用

して翻訳しなさい．

2，1995 年から 2008 年にかけて関数が増加していると言

えますか．

3，a)1912 年から 1920 年の間の f の変動表を作成しなさ

い．この区間での関数 fの最小値と最大値は何ですか．

b)不等式 f(x) < 500をグラフで解きなさい．

c)前の 2つの質問の歴史的な解釈を示しなさい．

4，なぜ 40年間，出産数は約 75万人であると言えるので

しょうか．

3.3 日本に取り入れるべきこと

日本は公式に重視しすぎており，1つ 1つの公式を理解

することなく暗記で終わらせてしまっている生徒がいる．

公式に偏重しすぎるのではなく，上記のようにフランスの

関数教育を取り入れることで，より良い授業になるのでは

ないだろうか．特に，身近な問題を取り入れることで生徒

の数学に対する興味関心も高めることが出来ると思う．グ

ラフから増減表を書いて最大，最小を求めるという問題を

取り組んだ上で，応用例として次のような問題を考える．

4 フランスの教育を参考にした授業

フランスの問題の特徴である，グラフからの読み取り，

グラフからの推測を取り入れたを授業を作る．2020 年 1

月 16 日から 2020 年 12 月 22 日までの日本のコロナ感染

者の月ごとの平均値のデータ [3] をもとにグラフを作っ

た．

この授業は，来年度行うことを想定している．

図 2 日本のコロナ感染者数の平均値

4.1 導入

5分程度で行う．

図 2のグラフを見て，このグラフが何を表しているかを

考えてもらう．さらに，このグラフからどんなことが言え

るかも考えてもらう．生徒から意見が出たところで展開に

入っていく．

4.2 展開

30分程度で行う．

1，500人を超えたのはいつか．

2，1月から 10月の間での最大値を求めよ．

3，増加しているところ，減少しているところをそれぞれ

見つけ，なぜそのようになったか理由も答えよ．

の 3つの問題を考えてもらう．

1より，「7月」という答えが予想される．

2より，「約 1000人」という答えが予想される．

3 より，「6 月から 8 月にかけて増加しており，GOTO

イートや GOTOトラベルがスタートし，利用者がたくさ

んいたから」，「10月から 12月にかけて増加しており，寒

さで感染力が強くなったから」や「4月から 5月にかけて

減少しており，緊急事態宣言に伴い人々が意識して生活を

していたから」，「8月から 9月にかけて減少しており，お

盆休みの自粛が呼びかけられたことで帰省する人が減り，

オンライン帰省をする人もいたから」などという答えが予

想される．

4.3 まとめ

15分程度で行う．

今後，このグラフは増加すると考えられる．では，どの

ようにすれば感染者数は減少したのか，を問いかける．

まずは個人で考え，グループで意見交流をしてもらう．

その後，全体で 1人でも多くの生徒に意見を発表してもら

う．

「GOTO イートや GOTO トラベルの実施を先延ばしに

すればよかった」や「第一波が一旦おさまった時点で気を

緩めずに，コロナに対して真剣に向き合うべきだった」な

どという答えが予想される．

5 おわりに

本研究ではフランスに着目し，フランスの教育を参考に

して授業を作成した．公式の面では日本は優れているた

め，公式以外の面で日本に取り入れるべきことは取り入れ，

1人でも多くの生徒に数学を好きになってもらいたい．現

在，アクティブラーニングが求められている．生徒がグラ

フから読み取ったことを他の生徒と交流することで，生徒

主体の授業にも繋がるのではないだろうか．4 月からは 1

人の教員として，より良い授業を作り上げていきたい．今

後も様々な国の数学教育に目を向けて，自分の授業に取り

入れられることは積極的に取り入れていきたい．
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